
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新潟県沿岸域（両津湾付近）流況調査 

報 告 書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２３年１０月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第九管区海上保安本部 
 



 - 1 - 

 
１ 目 的 

平成２３年度海洋情報業務計画に基づき、両津湾付近において流況調査を実施し、
周辺海域の流れ及び巡視艇の断面積比（Ａ／Ｂ）を把握することにより、漂流予測
精度の向上に資する基礎資料を得るものとする。 

 
２ 調査海域（「図１」参照） 
  新潟県佐渡市両津湾付近 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 実施職員 
 （１）現地作業班 
     班長   海洋情報部海洋調査課海洋調査官  渡辺 健志 
     班員          〃  海洋調査官付 高田 聖士 
     業務協力 巡視艇ときくさ乗組員 
 
 （２）資料整理班 
     班長   海洋情報部海洋調査課海洋調査官  渡辺 健志 
     班員          〃  海洋調査官付 高田 聖士 
 
４ 調査期間及び経過概要 
 （１）現地作業期間 
     平成２３年１０月５日の１日間 
 
 （２）資料整理期間 
     平成２３年１０月６日から平成２４年２月１０日までのうち３０日間 
 
（３）経過概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日次 月日 内容 

１ １０月４日 庁舎発、佐渡海上保安署との打合せ 

２ １０月５日 流況調査、庁舎着 

図１（調査海域） 

調査海域 
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５ 調査方法 
 （１）流況調査 

ドローグ及び先取りブイ付きオーブコム衛星通信型漂流ブイ（以下、

「オーブコムブイ」という）またはドローグ及び先取りブイ付きＤＧＰＳ

内蔵型漂流ブイ（以下、「ＤＧＰＳブイ」という）を両津湾付近において漂

流させ、流路及び流速の調査を行った。 
漂流ブイの投入及び揚収は、巡視艇ときくさを使用した。 
なお、オーブコムブイ及びＤＧＰＳブイは、ブイ本体が同じ形状をして

おり、外見上は区別がつかない。ドローグ、先取りブイ及びブイ本体の一
式の状態を写真１に示す。 

 （２）巡視艇の断面積比の算出 
ＤＧＰＳブイと巡視艇ときくさを同時に漂流させて、それぞれの流路、流速
及び風データから巡視艇ときくさの断面積比（Ａ／Ｂ）を求める。 

 
 

     写真１（ブイの一式）               写真２（ブイの漂流状態）   
 

 
             ブイ本体 

 
 
 
 
 
 
 
     

 
             ドローグ 
 
 
 
             先取りブイ 
 
 
 
６ 使用した船舶又は航空機の種別又は名称 
  巡視艇ときくさ 
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７ 調査結果 
 
（１） 流況調査 

①結果概要 
イ オーブコムブイまたはＤＧＰＳブイを使用した観測を９箇所の観測点

で行う予定であったが、途中でオーブコムブイを見失い同ブイの捜索に
時間を要したため、観測点５、６及び８を除く５箇所で観測を行った。 
観測点の位置は、表１及び図２に示す。 
 
         表１（観測点の位置）       図２（観測点の位置） 

観測点 緯度 経度 
１ ３８°１５′ １３８°３３′ 
２ ３８°１５′ １３８°３６′ 
３ ３８°１１′ １３８°３１′ 
４ ３８°１１′ １３８°３４′ 
５ ３８°０７′ １３８°２９′ 
６ ３８°０７′ １３８°３４′ 
７ ３８°０７′ １３８°４０′ 
８ ３８°０５′ １３８°３７′ 

 
 
 
 
 
 

ロ 調査当日の気象・海象を表２に示す。 
 
                  表２（気象・海象） 

観測点 風向 風速 
(m/s) 波向 波高 

(m) 
１ 南南東 ３．４ 南東 ０．３ 
２ 南南東 ３．３ 南東 ０．５ 
３ 南南東 ３．６ 南東 ０．５ 
４ 南南東 ３．５ 南東 ０．３ 
７ 南南東 ３．９ 南東 ０．３ 

 
 
ハ 調査結果を図３に示す。 

両津湾北端（調査海域の中央付近）は
反時計回りと思われる約０．６ｋｎの流
れを観測した。調査海域の北側と南側は、
北寄りの０．２ｋｎ～０．５ｋｎの流れ
を観測した。 

調査海域毎の結果は、図４－１～図
４－３に示す。 

          

 
 
 
 
 
 
 
 

 灰色矢印：ブイの移動方向 
 赤文字速力：ブイの移動速度 

0.25kn 0.21kn 

0.66kn 
0.52kn 

0.52kn 

図３（調査結果） 

白抜き数字：観測点番号 
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②表層流の算出 

オーブコムブイ及びＤＧＰＳブイの観測結果から求めた実際に流れた流向・流
速（以下、「実測値」という）には、風圧流の成分が含まれているため、同成分
を除去した流向・流速（以下「表層流」という）を算出する。 
表層流の計算式は次式による。 

 D(表層流)＝V（実測値）－U（風圧流） 
なお、風圧流の計算式は次式による。 

 U（風圧流）＝ｋ×√（A/B）×W 
 ｋ（風圧係数）   ：０．０２５ 

A/B（断面積比） ：単位は㎡ （平方メートル） 
ブイ一式（漂流ブイ本体＋ドローグ＋先取りブイ）の断面積 海面上（A）と

海面下（B）との比率。 
     W（風速）   ：単位はm/s（メートル毎秒） 

調査海域において、携行式の風速計を用いて観測
したデータを使用した。 

 
実測値、断面積比及び風圧流の結果を表３に示す 

                        表３（実測値、断面積比、風圧流） 

観測点 
実測値 ドローグの

長さ(m) 断面積比 風向 風速 
(m/s) 

風圧流 
流向 流速(kn) 流向 流速(kn) 

１ ４１ ０．２７ １．０ ０．１１ 南南東 ３．４ 北北西 ０．０６ 
２ ７ ０．２３ １．８ ０．０２ 南南東 ３．３ 北北西 ０．０２ 
３ ２２１ ０．６２ ０．９ ０．１９ 南南東 ３．６ 北北西 ０．０８ 
４ ２９２ ０．５５ １．０ ０．１１ 南南東 ３．５ 北北西 ０．０６ 
７ ３１９ ０．５５ １．８ ０．０２ 南南東 ３．９ 北北西 ０．０３ 

※表３中にある断面積比は、ブイ本体及び先取りブイを含んだ値である。 
 
ドローグの形状を写真３－１～写真３－２に示す。 

 
         写真３－１（ドローグ）            写真３－２（ドローグ）   
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③調査海域毎の結果（表層流） 

  ブイの観測結果から求めた５分平均の流向・流速を図４－１～図４－３に示す。 
 

                         図４－１（調査海域 北側 観測点①、②） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観測点 平均流向 平均流速(kn) 観測時間（分） 

１ ５３ ０．２５ ６０ 

２ １１ ０．２１ １７ 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広域図 

：0.2kn 未満 
 
：0.2kn 以上 0.4kn 未満 
 
：0.4kn 以上 0.6kn 未満 
 
：0.6kn 以上 0.8kn 未満 
 
：0.8kn 以上 1.0kn 未満 

① ② 
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                       図４－２（調査海域 中央付近 観測点③、④） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観測点 平均流向 平均流速(kn) 観測時間（分） 

３ ２１５ ０．６６ ３２５ 

４ ２８８ ０．５２ １００ 

：0.2kn 未満 
 
：0.2kn 以上 0.4kn 未満 
 
：0.4kn 以上 0.6kn 未満 
 
：0.6kn 以上 0.8kn 未満 
 
：0.8kn 以上 1.0kn 未満 

広域図 

③ 
④ 
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                          図４－３（調査海域 南側 観測点⑦） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

観測点 平均流向 平均流速(kn) 観測時間（分） 

７ ３１８ ０．５２ １２ 

：0.2kn 未満 
 
：0.2kn 以上 0.4kn 未満 
 
：0.4kn 以上 0.6kn 未満 
 
：0.6kn 以上 0.8kn 未満 
 
：0.8kn 以上 1.0kn 未満 

広域図 

⑦ 
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④過去の観測結果との比較 

   
イ 平成１９年２月に、今回の調査とほぼ同じ海域で調査を行っている。 
  当時の観測点の位置及び調査結果を図５－１～図５－２に示す。 
  今回の観測点の位置及び調査結果を図６－１～図６－２に示す。 
ロ 今回の調査では、両津湾内は反時計回りの流れと、その北方は約０．２ｋｎ
の北西流を観測した。 

ハ 平成１９年の調査では、弾埼の東方の南流から分枝した東流を観測した。 
ニ 調査海域周辺の流れについて、平成１９年は、佐渡島北西岸沿いに北東流が
あり、その流れが弾埼を越えて南東流となったと推測している。 
しかし、今回は、佐渡島周辺の流れがなく、周辺の海流との比較はできなか

った。 
 

 
図5-1（平成19年の観測点の位置）        図5-2（平成19年の調査結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6-1（観測点の位置）           図6-2（調査結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

0.25kn 0.21kn 

0.66kn 
0.52kn 

0.52kn 

観測点６ 

観測点５ 

観測点３ 観測点４ 

観測点１ 観測点２ 

0.2～1.0kn 

0.2～0.6kn 

～0.2kn 

白抜き数字：観測点番号 
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（２）巡視艇の断面積比の算出 
 
  ①結果概要 
   イ 巡視艇の断面積比を算出するため、ＤＧＰＳブイを搭載した巡視艇と風

の影響をほとんど受けないように大きいドローグを連結したＤＧＰＳブ
イを同時に漂流させた。 

観測は、観測点２及び７で行い、観測点の位置は、図７に示す。 
   ロ 調査当日の気象・海象を表４に示す。 
 

                  表４（気象・海象） 

観測点 風向 風速 
(m/s) 波向 波高 

(m) 
２ 南南東 ３．３ 南東 ０．５ 
７ 南南東 ３．９ 南東 ０．３ 

 
 
   ハ 断面積比の観測を各観測点につき２回実施し、計４回行った。 

断面積比は、３～９と開きがあり、今回の調査で断面積比を算出すること
はできなかった。 

 
 

図７（観測点の位置） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白抜き数字：観測点番号 
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②断面積比の算出方法 

巡視艇の漂流実測値（巡視艇の漂流した速度）、（１）③で求めた表層流
（海流）及び風向風速を使用して断面積比を算出した。 

風圧流の計算は、（１）②の式を変形させて、次式により求めた。 
 U(風圧流)＝V（実測値）－D（表層流） 
 
また、断面積比の計算式は次式による。 

 （A/B）＝（U（風圧流）÷ｋ÷W）＾２ 
A/B（断面積比） ：単位は㎡ （平方メートル） 
巡視艇の断面積 海面上（A）と海面下（B）との比率。 

 ｋ（風圧係数）  ：０．０３５ 
    W（風速）   ：単位はm/s（メートル毎秒） 

 
 

断面積比の算出結果を表５に、巡視艇の漂流実測値、表層流及び風を図８
－１～図８－４に示す。 

                               表５（風圧流結果） 

観測点 

漂流実測値 

（船の漂流速度） 

表層流 

（海流） 
風向 

風速 

(m/s) 

風圧 

係数 

観測 

時間 

(分) 

断面積比 

流向 
流速 

(kn) 
流向 

流速 

(kn) 

②(1 回目) 349 0.87 11 0.21 南南東 3.3 0.035 9 9.05 

②(2 回目) 337 0.82 11 0.21 南南東 3.3 0.035 10 8.23 

⑦(1 回目) 321 1.20 318 0.52 南南東 3.9 0.035 3 6.24 

⑦(2 回目) 307 1.08 318 0.52 南南東 3.9 0.035 13 2.71 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤色は巡視艇の漂流状況を、灰色は漂流ブイで観測した表層流を示す。 
 

図８－１（観測点② １回目） 図８－２（観測点② ２回目） 

図８－３（観測点⑦ １回目） 図８－４（観測点⑦ ２回目） 

11° 
0.21kn 

11° 
0.21kn 

318° 
0.52kn 

318° 
0.52kn 

349° 
0.87kn 

337° 
0.82kn 

307° 
1.08kn 

321° 
1.20kn 

風 

南南東 

 3.3m/s 

風 

南南東 

 3.3m/s 

風 

南南東 

3.9m/s 

風 

南南東 

3.9m/s 
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８ まとめ 
 （１） 流況調査では 反時計回りと思われる流れが取得できた。 

両津湾内の流れは、１ｋｎ弱と強い流れが発生していた。 
しかし、佐渡島沖合の海流データがないため、両津湾と沖合の流れの関

係を調べることができなかった。 
 （２） 巡視艇を漂流させて断面積比を算出する調査では、4 回の断面積比の計

算結果が、３～９で一定の値ではなく、断面積比を算出することができな
かった。 

     また、巡視艇の図面から断面積比の算出を行った。算出にあたり、汽笛
や救命筏などの小さい構造物、ゴムボートなどの搭載物を除いた。計算に
よって求めた断面積比は、３（正横）～７（正面）となった。 

 （３） 観測により求めた断面積比がバラついた原因は、風及び船体の体勢に誤
差が含まれていた可能性がある。 
巡視艇の漂流実測値は船上に設置したＤＧＰＳブイにより算出し、表層

流は、風の影響を極力受けないように大きいドローグを連結したＤＧＰＳ
ブイにより算出した。そのため、巡視艇の漂流実測値及び表層流に含まれ
る誤差は少ないと考えられる。 

しかし、風は、巡視艇の風向風速計を使用して１６方位で記録を行った
が、観測点７の場合、風向が１０°変化すると、断面積比が約１異なり、
１６方位では正確性に欠ける場合があると考えられる。 
 また、巡視艇の体勢においても、船体の横から風を受けるように観測を
行ったが、風や流れにより船体が回転し常時正横から風を受けていなかっ
たことが影響していると考えられる。 

そのため、今後は、正確かつ詳細に風向・風速及び船首方位のデータを
収集する必要がある。 

 （４） 海難発生時等において、船等を漂流させて海流を算出する方法は、海流
を観測する機器を保有していない船艇においては、重要な方法である。 
しかし、１回だけの観測では正確な海流を算出することが困難であるこ

とから、風、漂流開始・終了位置を複数回観測する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


